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［抄録］ 
研究の目的は、公共図書館の貸出が図書の販売
に与える影響に関する図書館関係者の議論の特徴
について考察することである。研究方法として、
文献研究を用いた。関連文献を網羅的に収集し、
どのような文献が発表されているか、出版関係者
の意見はどう捉えられているか、内容の特徴は何
か、小説の利用と購入に関するデータは示されて
いるかについて分析した。 
主要な成果は次の通りである。①3 人の論者が
まとまった文献7点を発表し、各種のデータを挙
げている。②出版関係者がエンターテイメント系
小説について論じているのに対し、図書館関係者
は書籍一般として捉えている。このような捉え方
は、出版関係者が公共図書館全般を否定している
かのような印象を与える恐れがある。③これまで
に示されたデータは、公共図書館の利用者、図書
館資料一般またはベストセラーに関するもので、
エンターテイメント系小説に関するものではない。
④公共図書館の利用者調査では、利用者には、市
民と比べて、図書館で本を借りる人の比率は高い
が、書店で本を買う人の比率が低い、小説の読者
は多いが、購入者が少ないというデータが見られ
るため、これらを含めた議論が必要である。 
 
本稿は、下記の文献に抄録を付加したものです。 
――――――――――――――― 
薬袋秀樹「公共図書館の貸出が図書の販売に
与える影響に関する議論の特徴」『三田図書
館・情報学会研究大会発表論文集』2016年
度,2016.10,p.21-24． 
 
 
